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(3) 干渉発生メカニズム（帯域内、帯域外、ＩＦ等）及び具体
的な干渉例
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気象レーダーからBS-IFへの干渉メカニズム 
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CS放送への干渉メカニズムも同様に、 
9.7GHz帯域の気象レーダーが 
12.25-12.75GHzのCS放送に対し 
LO:11.2GHzの受信アンテナにて 
イメージによる干渉が発生する 



(4) 気象レーダーとの共用検討モデル（机上検討に必要な緒元、離
隔距離、実証実験の有無・方法等） 
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船舶レーダーからBS-IFへの干渉検討手順の例 

(i) 室内実験 
(a) 実験の目的 
9GHz帯船舶レーダー信号に対するBS放送受信機の許容干渉電力を決めるための
基礎資料として、各種レーダー信号の電力(Cave(放送波の平均電力)/Ipeak(レー
ダー波のピーク電力))と放送受信の遮断、エラーフリーの関係を明らかにする。パ
ルス幅1～100μs、周波数掃引帯域幅は１～34.5 MHzとして、実際のレーダー波が
BS受信に与える干渉影響を明らかにする。 
 
(b)  実験の方法 
測定法 図１の系統図で、IF段でノイズとレーダー干渉波(各種パルス幅)を入力して、
BSエア（ISDB-S）受信については映像破綻、および、高度BS、ISDB-S送信機について
はエラーフリー(入力ビット数 10^10)となるCave/Ipeakを測定し、両者のCave/Ipeakが
一致するかを確認する。周波数はBS-IF ch15 (中心周波数 1318MHz、帯域幅 
34.5MHz)。 

パラメータ 値 
IF周波数 (RF周波数) 1318MHz (9.36 GHz) 

帯域幅 1～34.5 MHz 
パルス幅 1μs～100μs 

パルス繰り返し周波数、周期 500Hz～3,000Hz、2ms～333μs 

レーダー信号 
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図1 干渉測定系統図 

レーダー模擬信号発生器(キーサイト N5193A) 
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測定結果 1 

映像破綻となるCave/Ipeak(dB) (注1) 
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測定結果 2 

エラーフリーとなるCave/Ipeak(dB) 
レーダー波の帯域幅 10MHz, 繰り返し周波数 3kHz 
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(ii) 屋外実験 

(a)実験項目 
市販の家庭用BS受信アンテナを用いた時、レーダー波の干渉で画像破綻する
ことの確認。 2016年5月27日(金) 
(b)実験系統 
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(c)実験結果 
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BS受信画像が破たんしない理由の考察 
 
(1)  Cave/Ipeak=-27.7dBで画像破綻しない理由 
(i) レーダーアンテナが24rpmで回転するので(2.5秒で1回転)、干渉の遭遇

時間は2.5秒に１回に減少。２０１６年１月の実験では、Q0N(周波数掃引)、
パルス幅5μsに対し、繰り返し周波数500Hz、1kHzでC/I=3dB、2kHzで5dB
という差があったので、干渉との遭遇確率は理由になりうる。 

(ii) BS受信機のインターリーブ処理で、1.2μs内の誤りは訂正されて検知され
ない。2016年1月室内実験時と、BS受信機が異なるにせよ、Cave/Ipeak = 
-27.7dBまで耐性があるとは考えづらいが、これを確認するには、上記(i)
同様、P0N変調で、アンテナ回転に対応する、間歇レーダー模擬信号と
今回使用のBS受信機を使った室内実験（IF合成）が必要。 

 
(2) 解析において、レーダーの9GHz帯のBS受信アンテナ利得を12GHz帯と同
じものを使っているが、9GHz帯のアンテナ利得が異なるかもしれない。このた
め、RF周波数のレーダーを使った実験が必要。 

 



(5) 干渉有無を判断するための具体的な判定基準（許容値）及び評
価方法（規格値又は実力値の取り扱い等） 

13 



14 

・許容干渉電力への換算 
(i) 測定の結果得られた、画像破綻になるCave/Ipeak(dB)が、許容干渉にな

るわけでなく、測定で得られたCave/Ipeak(dB)にX(dB)を加えた値が許容
干渉量を与える。 

(ii) 放送衛星同士の干渉ケースでは、Xは15.3dBであり(無線通信規則 
AP30 Annex 1)、この値はほぼ降雨減衰による遮断時間を約10%増加さ
せる値に対応する(勧告ITU-R BO.1444)。 

・BS/CS受信システムへの許容干渉電力を決めるため、以下を要望する。 
(i) 現在運用中の9GHz帯気象レーダーのパラメータ(仕様)、場所を教えて

いただきたい。 
(ii) 現在運用中の9GHz帯気象レーダーの非運用、あるいは、予備の機械を

使って、BS/CS受信干渉実験をさせていただきたい。 
(iii) 新しい気象レーダーのパラメータを教えていただきたい。 
(iv) 新しい気象レーダーを使って、BS/CS受信干渉実験をさせていただきた

い。 
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(6) 想定される干渉回避手段及び共用を可能とするための具体的条
件（気象レーダー側に求める干渉防止策やルール等） 
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BS受信障害が発生した場合は、与干渉側で干渉回避のための
所要の対策を講じる。 




